
一般質問

平成２５年（２０１３年）７月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
防
犯 

カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

　

渦
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
設
置
の
効
果
を
見
き
わ
め

な
が
ら
個
人
情
報
保
護
の
観
点
等
か

ら
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
市
内
の
状
況
等
か
ら
現
時
点

で
は
必
要
性
は
高
く
な
い
と
考
え
る
。

　

渦
理
念
的
な
条
例
で
は
な
く
、
個

別
具
体
的
な
課
題
に
対
応
す
る
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
と
考
え
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
平 

成　

年
度
の
防
災
行
政
無
線
の
新
設

２５
と
移
設
の
進
行
状
況
は
。

　

渦
周
辺
住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

嘘
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
考
え
は
。

市
長　

臼
新
設　

か
所
、
移
設
５
か

１９

所
を
計
画
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち

１
か
所
は
周
辺
住
民
と
の
協
議
が
難

航
し
、
今
年
度
の
設
置
は
見
送
っ
た
。

　

渦
３
月　

日
号
の
市
報
や
設
置
場

２０

所
に
近
い
住
宅
へ
の
説
明
会
開
催
通

知
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
で
周
知
し
た
。

　

嘘
平
成　

年
度
ま
で
に
新
設
を　

２７

４３

か
所
、
移
設
を　

か
所
行
い
、
聞
き

１１

取
り
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
市
の 

振
り
込
め
詐
欺
に
対
す
る
対
応
は
。

　

渦
侵
入
窃
盗
が
多
発
し
て
い
る
地

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

防

災

行

政

無

線

の

新
設
と
移
設
に
つ
い
て

小
平
市
の
防
犯
に
つ
い
て

教 育
文 化

防
災
・
防
犯

域
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

市
長　

臼
小
平
警
察
署
や
防
犯
協
定

を
締
結
し
た
市
内
金
融
機
関
等
と
協

力
し
な
が
ら
、
定
期
的
に
振
り
込
め

詐
欺
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施

し
て
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど
、
防
犯

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
侵
入
窃
盗
の
被
害
が
多
い
地
域

だ
け
を
対
象
と
し
た
対
応
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
機
会
を
捉
え
て
、
被
害
防
止
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
防
災 

事
業
で
新
規
の
も
の
は
何
か
。

　

渦
東
京
都
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例

に
伴
う
市
の
課
題
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
発
災
後
の
円
滑
な
情
報
連

絡
体
制
確
保
の
た
め
の
小
・
中
学
校

等
へ
の
無
線
フ
ァ
ク
ス
の
設
置
、
即

時
に
災
害
対
応
業
務
を
行
う
た
め
の

職
員
用
の
備
蓄
の
整
備
等
が
あ
る
。

　

渦
市
内
に
は
大
学
や
高
等
学
校
な

ど
多
く
の
学
校
が
あ
り
、
発
災
時
に

は
学
校
内
に
学
生
等
が
多
く
と
め
置

か
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

学
校
は
安
全
確
保
等
の
必
要
な
措
置

防

災

対

策

事

業

の

継
続
・
新
規
に
つ
い
て

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
市
は
そ
の
帰

宅
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
地
域 

防
災
計
画
の
見
直
し
で
新
た
に
加
わ

っ
た
主
な
内
容
は
。

　

渦
女
性
と
子
ど
も
の
視
点
は
計
画

に
ど
う
反
映
さ
れ
た
か
。

市
長　

臼
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
震

災
編
に
放
射
性
物
質
対
策
の
章
を
設

け
る
と
と
も
に
、
地
震
に
起
因
し
な

い
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
と
し
て
原

子
力
災
害
編
を
加
え
た
。

　

渦
女
性
や
子
ど
も
に
配
慮
し
た
避

難
所
運
営
や
生
活
必
需
品
等
の
備
蓄
、

避
難
所
の
安
全
性
の
確
保
等
に
つ
い

地
域
防
災
計
画
を
実
効
性

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

て
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
雨
天 

の
場
合
に
な
ぜ
訓
練
が
中
止
な
の
か
。

　

渦
荒
天
時
は
屋
内
で
行
え
な
い
か
。

　

嘘
夏
季
だ
け
で
な
く
、
冬
季
の
実

施
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
風
雨
や
雷
な
ど
の
天
候
面

や
、
会
場
と
な
る
小
・
中
学
校
の
校

庭
の
状
況
等
の
施
設
管
理
面
も
含
め

総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

　

渦
平
成　

年
度
か
ら
は
、
荒
天
の

２５

場
合
は
規
模
を
縮
小
し
、
体
育
館
や

校
舎
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　

嘘
実
施
会
場
な
ど
も
考
慮
し
な
が

ら
、
今
後
は
夏
の
時
期
以
外
の
実
施

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

総
合
防
災
訓
練
は
天
候
等
に
か
か
わ
ら
ず

実
施
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

都
市
整
備

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

地
区 

計
画
の
実
態
と
今
後
の
進
め
方
は
。

市
長　

地
区
計
画
は
市
内
５
地
区
で

策
定
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
周
辺
環

境
と
調
和
し
た
良
好
な
住
環
境
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
市
街
地
開

発
事
業
や
大
規
模
な
土
地
利
用
の
転

換
が
あ
る
場
合
は
、
既
に
良
好
な
住

環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ

い
て
は
小
平
市
民
等
提
案
型
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
建
築
行
為
等
の
基
準

で
あ
る
地
区
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
路
線 

住

み

や

す

く

快

適

な

ま
ち
づ
く
り
整
備
の
た
め
に

西
武
多
摩
湖
線
、
国
分
寺
線
等
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

存
続
に
向
け
た
今
後
の
市
の
対
策
は
。

　

渦
西
武
線
の
利
便
性
を
向
上
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
サ
ー
ベ
ラ
ス
の
提
案
に
対
し
て
反

対
の
意
見
を
表
明
し
て
お
り
、
サ
ー

ベ
ラ
ス
も
路
線
廃
止
は
求
め
な
い
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
は
十
分
注
視
し
て
い
く
。

　

渦
沿
線
自
治
体
が
都
市
の
発
展
と

利
便
性
向
上
の
促
進
を
目
的
に
設
置

し
た
西
武
鉄
道
国
分
寺
線
・
多
摩
湖

線
沿
線
連
絡
協
議
会
を
通
じ
、
必
要

に
応
じ
て
働
き
か
け
て
い
く
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

市
街

地
の
整
備
の
項
で
は
、「
計
画
の
選
択

や
い
っ
そ
う
の
計
画
的
な
事
業
展
開

を
図
り
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
整
備

の
事
例
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

中
期
的
な
施
策
の
取
組
方
針
・
実
行

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
都
市
基
盤
整
備
は

市
長　

小
川
駅
西
口
地
区
で
は
、
地

元
地
権
者
を
中
心
と
し
て
再
開
発
準

備
組
合
が
設
立
さ
れ
、
小
平
駅
北
口

地
区
で
は
再
開
発
協
議
会
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
市
で
は
調
査
の
実
施
や

関
係
機
関
と
の
調
整
等
の
支
援
を
行

っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
計
画
的
な

事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
地
権
者
と
の

十
分
な
合
意
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
通 

学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
玉
川

上
水
緑
道
の
路
面
整
備
の
計
画
は
。

　

渦
玉
川
上
水
緑
道
に
フ
ッ
ト
ラ
イ

ト
等
の
照
明
を
増
設
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
の
小
平
市
区

２５

間
の
整
備
予
定
は
な
い
が
、
今
後
も

史
跡
と
の
景
観
の
調
和
等
を
考
慮
し

て
対
応
す
る
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

渦
平
成　

年
に
は
、
た
か
の
台
第

２４

２
公
園
に
公
園
灯
を
設
置
し
、
玉
川

上
水
緑
道
の
照
度
が
上
が
る
よ
う
工

夫
し
た
が
、
玉
川
上
水
が
史
跡
で
あ

り
、
周
辺
が
歴
史
環
境
保
全
地
域
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で
の

増
設
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
小
川 

駅
西
口
再
開
発
事
業
の
状
況
は
。

　

渦
富
士
見
通
り
と
小
川
西
保
育
園

通
り
と
の
交
差
点
へ
の
横
断
歩
道
の

設
置
の
検
討
は
。　

市
長　

臼
再
開
発
準
備
組
合
が
事
業

計
画
案
の
作
成
を
進
め
、
平
成　

年
２７

度
に
本
組
合
設
立
の
認
可
申
請
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
事
業
費
は
現
時
点

で
約　

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

１８０

　

渦
緑
成
会
病
院
前
の
交
差
点
及
び

富
士
見
通
り
と
二
中
通
り
と
の
交
差

た
か
の
台
周
辺
地
域
の
安
全
対
策
を

さ

ら

に

進

め

よ

う

小

川

駅

周

辺

地

区

の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

点
に
歩
行
者
用
信
号
機
の
あ
る
横
断

歩
道
を
既
に
設
置
し
て
い
る
た
め
、

当
該
箇
所
へ
の
設
置
予
定
は
な
い
と

小
平
警
察
署
か
ら
聞
い
て
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

臼
国

等
か
ら
の
教
科
書
採
択
事
務
に
つ
い

て
の
通
知
を
ど
う
生
か
し
て
き
た
か
。

渦
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は
。

教
育
長　

臼
国
か
ら
教
科
書
採
択
の

改
善
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
、
市

で
も
教
科
用
図
書
採
択
の
方
針
等
を

定
め
て
お
り
、
各
教
育
委
員
が
み
ず

か
ら
の
判
断
で
適
正
か
つ
公
正
に
教

科
書
採
択
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
指
導
の
際
に
訂
正
が
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
、
正
し
い
知
識
の
習
得
に

問
題
が
生
じ
る
た
め
、
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
教
科
書
発
行

者
に
対
し
強
く
申
し
入
れ
た
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
通
学 

中
学
校
理
科
教
科
書
の

大
量
の
修
正
・
訂
正
問
題
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
地
域
で

守

る

通

学

路

対

策

を

路
の
安
全
点
検
の
実
施
状
況
は
。

　

渦
平
成　

年
９
月
定
例
会
で
提
案

２４

し
た
Ａ
型
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
の
検
討
は
。

教
育
長　

臼
小
学
校
全
校
か
ら
危
険

箇
所
調
査
票
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う

ち
６
校
は
教
員
や
保
護
者
等
に
よ
る

点
検
が
終
了
し
、
残
り　

校
は
関
係

１３

機
関
と
の
合
同
点
検
を
希
望
し
て
い

る
た
め
実
施
日
時
を
調
整
し
て
い
る
。

　

渦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
近
隣
の
人
と

の
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
等
が
過
去
に
あ

っ
た
の
で
慎
重
な
対
応
が
必
要
だ
が
、

今
後
も
学
校
か
ら
保
護
者
や
地
域
の

人
に
対
し
、
協
力
を
要
請
し
て
い
く
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
小
学 

校
の
授
業
に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
て

い
る
目
的
は
。

　

渦
パ
ソ
コ
ン
は
一
人
一
台
が
適
切

と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
の

情
報
手
段
を
活
用
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
文
字
の

入
力
等
の
基
本
的
な
操
作
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

渦
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
は
台
数

が
多
い
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
二
人

一
組
で
使
う
こ
と
で
お
互
い
に
学
び

合
い
、
教
え
合
う
等
の
教
育
的
な
効

果
も
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

 
堀　

浩
治
議
員
（
政
和
）　

臼
社
会 

科
見
学
等
の
実
施
の
状
況
は
。

　

渦
教
育
の
中
で
仕
事
と
い
う
こ
と

を
ど
う
教
育
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

臼
小
学
校
で
は
第
３
学
年

で
市
役
所
、
第
５
学
年
で
自
動
車
工

場
等
を
訪
ね
、
仕
事
の
見
学
を
行
っ

て
い
る
。
中
学
校
で
は
市
内
事
業
所

小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
、

児
童
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
よ
う

社
会
に
適
応
で
き
る
た
め
の

教
育
を
一
層
推
進
す
べ
き

等
の
協
力
に
よ
り
第
２
学
年
で
職
場

体
験
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
一
人
一

人
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
必
要

な
能
力
等
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
も
職
場
体

験
等
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
社
会
で

自
立
で
き
る
素
養
を
育
て
て
い
く
。

環 境
下水道

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
説
明 

会
で
の
住
民
意
見
へ
の
評
価
は
。　　

　

渦
住
民
合
意
は
得
ら
れ
た
と
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長　

臼
３
市
共
同
資
源
化
事
業
推

進
本
部
で
は
、
地
域
住
民
等
を
対
象

に
行
っ
た
説
明
会
で
見
え
て
き
た
課

題
を
５
つ
に
ま
と
め
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
課
題
か
ら
住
民
意
見
と
し
て
は

反
対
が
多
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
３
市
共
同
資
源
化
事
業
推
進
本

部
で
は
、
説
明
会
参
加
者
の
状
況
等

か
ら
地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
た

と
は
言
い
が
た
い
と
判
断
し
て
い
る
。

３
市
共
同
資
源
化
施
設
計
画
に
つ
い
て

葛
中
学
生
の
職
場
体
験

滑
富
士
見
通
り
と
小
川
西
保
育
園
通

り
の
交
差
点

葛
振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン


